
 令和８年１月１６日　

 秋田市上下水道局　

 

下水道施設維持管理包括業務委託の受託候補者選定について 

 

１　本包括委託の目的 

　　秋田市下水道施設維持管理包括業務委託（以下、「包括委託」という。）は、秋田

市上下水道局が所管している下水道施設の維持管理に係る業務を一括して複数年に

渡って委託することにより、下水道施設の効率的で効果的な維持管理を行い、将来

にわたり安定的かつ持続的な下水道サービスの提供を目的とする。 

 

２　包括委託の概要 

　(1) 包括委託の概要 

表－１　包括委託の概要

対象施設等 発注方式等 業者選定方式

・公共下水道施設 ・複数年性能発注 公募型プロポーザル

・包括委託期間内に下水道へ統合する ・２者以上のＪＶ

　農業集落排水施設 

（上北手東部、雄和種平、下北手中央）

 　(2) 履行期間

 　　　令和８年４月１日から令和１３年３月３１日まで（５年間）

 　(3) 対象業務

 　　ア　各施設運転保守、維持管理業務

 　　イ　共通業務

 　　　　統括管理業務、緊急初期対応、住民対応、修繕工事、物品・薬品の購入等

 　(4) 業務規模（本業務費用上限額）

 　　　３，３０１，１２２，０００円（消費税等相当額含む）

 　　　令和　８年度　６５５，５８９，０００円

 　　　令和　９年度　６５５，４４６，０００円

 　　　令和１０年度　６６１，０８９，０００円

 　　　令和１１年度　６５７，０４１，０００円

 　　　令和１２年度　６７１，９５７，０００円

 

３　業者選定方式 

　　民間のノウハウ等により施設の能力を維持、発揮させる性能発注とし、民間事業

者の提案内容、技術力および創意工夫等を評価の上、事業者を選定する公募型プロ

 ポーザル方式とした。

 

 

 



４「秋田市上下水道局下水道施設維持管理業務包括委託事業者選定委員会」の設置 

　　包括委託について、公平性、透明性および客観性を確保し、専門的な知見に基づ

く意見の聴取により適切かつ円滑な事業者選定を行うため、「秋田市上下水道局下

水道施設維持管理業務包括委託事業者選定委員会（以下、「選定委員会」という。）」

を設置した。 

　(1)選定委員会委員の構成 

表－２　選定委員

役　職 氏　　名 所　属　等

委員長 増　田　周　平 秋田工業高等専門学校　教授

副委員長 佐　藤　直　人 秋田県建設部下水道マネジメント推進課政策監

委　員 細　川　公　一 秋田市上下水道局　理事

　(2) 選定委員会の開催経過 

表－３　開催経過

開催時期 主な審議内容

第１回  令和７年　７月２９日（火） 委員長の互選、公募関係書類の審議

第２回  　　　　　９月１６日（火） 応募事業者の要件確認・審査

第３回  　　　　１２月２３日（火） 提案審査およびプレゼンテーション等によ

る受託候補者の選定

 

５　応募者 

 　　本包括委託には１グループから共同企業体参加資格申請書の提出があった。

　　選定委員会事務局（下水道施設課）および選定委員会において要件確認ならびに

 　審査を行い、応募者が参加資格を有していることを確認した

 　(1) 応募者　ＭＫＫ東北・山岡工業共同企業体（代表企業　ＭＫＫ東北株式会社）

 

６　公募および選定までの経過 

　　第１回選定委員会　　　　　　令和７年７月29日（火） 

　　実施要領等の公表　　　　　　　　　　８月８日（金） 

　　参加資格に関する質問の受付  　　　　８月８日（金）から８月22日（金）まで 

　　参加資格に関する質問の回答　　　　　８月29日（金） 

　　共同企業体参加資格審査申請書の受付　８月８日（金）から９月５日（金）まで 

　　第２回選定委員会　　　　　　　　　　９月16日（火） 

　　第１次審査結果の通知　　　　　　　　９月17日（水） 

　　参加資格以外に関する質問の受付　　　９月19日（金）から10月３日（金）まで 

　　参加資格以外に関する質問の回答　　　10月17日（金） 

　　提案書類の受付　　　　　　　　　　　９月19日（金）から11月14日（金）まで 

　　第３回選定委員会（受託候補者の決定）12月23日（火） 

 

 

 



７　審査結果（受託候補者選定結果） 

　　技術提案の審査においては、５段階評価による得点化方法により得点を付与し、

 　各委員の評価点を合計して算出した。

表-４　技術評価点の得点化方法

評価 判断基準 得点化方法

Ａ 効率的・効果的に業務を実施するための特に優れた提案がなされている 配点×1

Ｂ 効率的・効果的に業務を実施するための優れた提案がなされている 配点×3/4

Ｃ 効率的・効果的に業務を実施するための提案がなされている 配点×2/4

Ｄ 業務を実施するための提案がなされている 配点×1/4

Ｅ 業務を実施するための提案がなされているが具体性に乏しい 配点×0

 　技術評価点は以下のとおりとなった。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配点 合計点

様式No 中項目

業務実績

様式11 業務実績 75.00 60.00

様式12 業務費用 150.00 0.00

業務全般

様式10-1 業務実施体制 75.00 68.75

様式10-2 地域経済・地域振興 90.00 90.00

様式10-3 危機管理・安全対策 75.00 62.50

様式10-4 教育・研修 30.00 27.00

浄化センター

様式10-5 保守点検業務（仁別浄化センター、糠塚浄化センター） 75.00 57.25

汚水中継ポンプ場

様式10-6 保守点検業務（八橋中継ポンプ場） 90.00 90.00

様式10-7 保守点検業務（その他の中継ポンプ場） 90.00 77.00

様式10-8 保守点検業務（上記以外のポンプ施設） 75.00 64.50

様式10-9 清掃業務（全施設） 75.00 50.00

マンホールポンプ施設

様式10-10 保守点検業務（日常点検） 75.00 40.50

様式10-11 保守点検業務（定期点検） 75.00 57.25

様式10-12 清掃業務 75.00 25.00

共通業務

様式10-13 統括管理業務 75.00 50.00

様式10-14 修繕業務 30.00 23.50

様式10-15 委託業務 30.00 22.50

様式10-16 住民対応 30.00 27.00

様式10-17 災害対応 30.00 30.00

様式10-18 物品の管理 30.00 18.50

様式10-19 セルフモニタリング 150.00 37.50

1500.00 978.75

技術評価点 集計表



８　受託候補者 

     選定委員会は技術評価点および審議により以下の共同企業体を選定した。

 

 　(1) 受託候補者　ＭＫＫ東北・山岡工業共同企業体

 　　　　　　　　　代表企業：ＭＫＫ東北株式会社

 　　　　　　　　　構成企業：山岡工業株式会社

 　(2) 参考見積金額

 　　　３，３００，６８２，０００円（消費税等相当額含む）

 　　　令和　８年度　６５５，４２４，０００円

 　　　令和　９年度　６５５，４３５，０００円

 　　　令和１０年度　６６１，０２３，０００円

 　　　令和１１年度　６５６，９６４，０００円

 　　　令和１２年度　６７１，８３６，０００円


